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控訴⼈吉住海⽃意⾒陳述メモ 
 

吉住海⽃です。 
 
今の仕組みでは、ファーストキャリアとして政治家を選ぶ道が、年齢だけを理

由に、初めから閉ざされ、届く前に消えてしまう声がある。こうした思いを、私
は第⼀審の法廷で、⾃分の⾔葉で訴えました。しかし、結果は⾮常に残念なもの
でした。 

 
私は両親から、⾝体的・精神的な虐待を受けて育ちました。兄や姉とは⽗親が

異なるという理由だけで、きょうだいの中で私だけが暴⼒の標的になり、学校に
も通えませんでした。「産む予定じゃなかった」「死んでほしい」。そんな⾔葉と
暴⼒に、毎⽇が覆われていました。 

 
中学 1 年のとき、担任の先⽣に救われ、中学 2 年から児童養護施設で育ちま

した。⾃分の意⾒を⾔った経験すらなかった私が、「⾃分の⼈⽣を⽣きていいん
だ」と、⽣まれて初めて思うことができたのは施設での暮らしのおかげです。 

⼀⽅、施設での⽣活というのは、楽なことばかりではありませんでした。親を
頼れないことで直⾯した課題は数多くありました。だからこそ、22 歳で施設の
環境を改善するための会社を⽴ち上げました。 
 

施設での暮らしから 10 年。当時の感覚が、鈍くなっていっています。このま
までは、⾃分の声は、届ける前に、⾃分の声が消えてしまう。その思いから、当
時の私は 24 歳で⽴候補しました。 

 
そんな施設も今、施設で育つ若者の環境は、私がいた頃と⽐べ少しずつ変化し

てきています。⼤学へ進むための奨学⾦が新しく新設・改訂され、施設を出る年
齢も、かつての⼀律 18 歳から、⼀⼈ひとりに合わせて⾒直されるようになって
きました。 

 
それを知ったとき、私は正直、「羨ましいな」と思いました。同じ境遇の後輩

に対してすら「⾃分の頃はもっと⼤変だった」と、つい思ってしまう。この「昔
は⼤変だった」という感覚こそ、かつての理不尽が、少しずつ取り除かれてきた
証なのだと私は思います。 
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社会のルールを変えることが、たやすいとは思っていません。皆様の⼼にも、
前例を覆すことへの葛藤が⽣まれるかもしれません。それでも、どこかの時代
で、誰かが変えなければなりません。その「誰か」に、どうか、なってください。 
過去の先例に逃げず、勇気を持って、被選挙権年齢を引き下げ、「政治家」とい
う選択肢を、私たちに加えてください。 
 

これは、若者を特別扱いしてほしいという要求ではありません。眠っている可
能性を、社会の⼒に変える⼀歩です。よろしくお願いします。 

以上 


